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　市では、令和６年度から始まる第２次花巻市ま

ちづくり総合計画の策定に向け、まちづくり市民

ワークショップ（一般部門）の第６回を開催しまし

た。

　第６回では、前回に続き「まちづくりの六つの

分野（ ▼しごと ▼暮らし ▼健康・いのち ▼子育て・

人づくり ▼地域づくり ▼行政経営）」ごとに掘り下

げたいテーマを挙げて、グループごとに困ってい

■対象　23歳以上の市民　

■参加者　39人のうち24人　

■期日　12月14日（水）　

■会場　なはんプラザ

各グループで出された取り組みの
アイデア（一部）を紹介します

ることや解決したいことを意見交換。課題解決の

ための取り組みで見えてくるキーワードを抽出

し、最後に六つの分野ごとに「目指すまちの姿」を

まとめました。

　まちづくり市民ワークショップは、１月11日に

一般部門の第７回、１月12日に若者部門の第３回

でそれぞれ最終回を迎えました。最終回の内容

は、２月１日号にてお知らせします。

※�参加者およびスタッフは抗原検査を実施し、会場でも感染対策を行った上で開催しました

�＊�まちづくり市民ワークショップの各
回の内容についてはニュースレター
を市ホームページ（https://www.
city.hanamaki.iwate.jp/shisei/
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shisei/keikaku/1017066.html）で公開しています

　　　　
「第２次花巻市まちづくり総合計画」の策定に向けた取り組み

～まちづくり市民ワークショップ　一般部門第６回～

【問い合わせ】 本館秘書政策課（☎41-3503）

■大人と子ども
　市民総参加で共に育つまち
　～はじめの一歩は
　　　　　　　あいさつから～

子育て・人づくりグループ①

■花巻の未来をつくる人材を
　地域と自然で育成し
　若い女性が住みたくなるまち

子育て・人づくりグループ②

＊�「子育て・人づくり」については、市として特に重要な政策であることや、グループ分
けの際の希望者が多かったことから、２グループに分けて話し合いを行っています

■花巻だから何かがある
　五感をいかして
　いきいきと働くまち

しごとグループ

■ 誰でも快適、全ての生き（る）も
の、共生共存、ぇやんべ　など
を「目指す姿」のキーワードに

暮らしグループ

■声をかけ合い
　地域ぐるみでつながっている
　心身ともに健康なまち

健康・いのちグループ

■地域・ひとに光を当て
　小さな活動が活発なまち

地域づくりグループ

■市民と行政をＤＸでつなげ
　明確なビジョンがあるまち
＊�ＤＸ…デジタルトランスフォー

メーション

行政経営グループ

グループがまとめた「目指す姿」
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北海道・三陸沖 後発地震注意情報の
運用が始まりました

【問い合わせ】 本館防災危機管理課（☎41-3511）

　後発地震注意情報は、三陸沖や北海道の太平

洋の沖合（日本海溝・千島海溝）の周辺で、過去

に後発地震が発生した事例があることから、地

震発生後１週間程度、さらに大きな地震が発生

する可能性があることをお知らせするもので

す。

　テレビやラジオのほか、市のホームページや

ＳＮＳでもお知らせします。

■発信する条件

　日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の想定震

源域とそれに影響を与えるエリア（右図）で、マ

グニチュード7.0以上の地震が発生した場合

■対象地域

　岩手県、北海道、青森県、宮城県、福島県、

茨城県、千葉県

■発信の頻度（想定）

　おおむね２年に１回程度

非常持ち出し品をいつもそばに

　日中は常時携帯し、就寝時は枕元

に準備。身分証明書などの貴重品や

防寒着も常に持ち歩きましょう。

備蓄や避難経路は大丈夫？

　水や食料は十分？　避難場所、避

難経路、連絡手段、自主防災組織の

取り組みなどを再確認しましょう。

　内閣府は巨大地震が発生した場合、その後に起こるおそれがある地震（後発地震）への

注意を促す情報発信を令和４年12月16日から開始しました。注意情報が発表されたら、

後発地震への備えの再確認や迅速な避難体制など、必要な防災対応をとりましょう。

　巨大地震は前触れなく、

突然に発生することもあり

ます。自分や家族の安全の

ため、家具の固定など前

もって準備できることは

やっておきましょう

想定震源域

マグニチュード7以上の先発地震が発生した後に
マグニチュード8以上の後発地震が発生した過去事例

 2011年 東北地方太平洋沖地震

M7.3 M9.0

約2日後

想定震源域に影響を
与えるエリア

今回想定している震源域でも
同様の事象が発生する可能性
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＊�後発地震の可能性が平時よりも高まっていること
をお知らせするものです。情報が発信されたら必
ず後発地震が発生するものではありません

注意情報が出たら　巨大地震発生に備えて行動を

すぐに避難できる体制で就寝 リスクを回避 緊急情報を得られるように

　すぐ避難できる服を着て、子ども

や高齢者などと安全で避難しやすい

部屋で寝るようにしましょう。

　損壊した建物やブロック塀、土砂

崩れのおそれがある場所などには近

づかないようにしましょう。

　携帯電話、スマートフォンなどの

音量を大きく設定しましょう。電池

で動くラジオは停電時も便利です。


